
今年の青年奉仕隊

は環境問題が深刻に

なっているパンタナー

ル地域の一角、ガラ

ニ村に学校の整備と、

地域への植樹活動を

行いました。
8月2６日、アスン

シオンに到着した一

行は、バスで、27日

ローマプラタに、メ

ノナイトの人たちが

築いた開拓村から始

まり80年で、大きな

都市を作り、今では

乳製品の一大生産地

になった歴史を学び

ました。

次に、舟で3日間

かけて、30日にガラ

ニ村に到着。早速、

学校修復と生徒たち
との国際交流が始ま

りました。歓迎会で

は、パラグアイ伝統の奇麗な服を
着ての踊り、また日本から持参し

た折り紙や、縄跳びなど、子供達

も初めての体験に喜々として

参加していました。

3日間の奉仕活動で、きれ
いになった校舎、また心が通

じ合った生徒たちとは、涙と

感動の別れがあります。校長

先生からも、「遠く地球の反

対側から、来ていただき、こ

のきずなを大切にしていきた

い」と、話されていました。

その後、2日間かけてレダ

に移動しました。レダは、植

樹された木々もよく管理され

ていて、多くの花が咲いてい

ます。

参加した青年たちは、その

まま数カ月滞在して奉仕をす

る人と、帰国する人がいますが
「ぜひ､またレダに来たい」と、

話していました。
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[お知らせ] 11月4日（月・振替休日）会員の方々と、埼玉県川口市の近くの森に入って、ドングリ拾いを予定しています。参加希望の方はご連絡ください。

植樹後に皆さんと記念撮影

レダで展開される様々な
プロジェクトの説明を受ける


